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鉄道構造物等設計標準・同解説（コンクリート構造物）(R5 年 1 月)、（変位制限）（H18 年 2 月）、（耐震設計）

(H24 年 9 月)、（基礎構造物）（H24 年 1 月）、（鋼とコンクリートの複合構造物）（H28 年 1 月）に準拠 

 

鉄道コンクリート構造物性能照査支援プログラム(Ver.5.0) 
 

①本プログラムは VePPシリーズ（Ver.4.1）をベースに、最新版の「鉄道構造物等設計標

準・同解説（コンクリート構造物）」（R5年 1月刊行）に準拠し、新規作成の支承部の性

能照査用プログラム「VePP-Shoe」，基礎の性能照査用プログラム「VePP-Foundation」を

追加したうえ、機能の改良を行ったものです※。 

②「VePP-RC/PRC」は RC/PRC部材を、「VePP-HS」は SRC/CFT部材や異種部材接合部を「VePP-

Foundation」では杭体やフーチングを、「VePP-Shoe」ではストッパーやゴム支承を照査

することができます。 

③「VePP-I」は衝撃係数を、「VePP-Delta」、「VePP-Disp」、「VePP-SI」はたわみや地震時に

おける不同変位、振動変位を照査することができます。 

④「VePP-Load」では活荷重相当値を、「VePP-Cycle」では疲労破壊の照査に用いる等価繰

返し回数を算定することができます。 

⑤同じ種類の部材断面に対して、照査したい要求性能（性能項目）を設定することで、複

数の要求性能の同時照査が可能であるため、作業時間が大幅に短縮できます。 

⑥JRElastic（地震時以外設計プログラム）の解析結果を読込む連携機能があるため、より

効率的な照査ができます。 

※VePPシリーズ（Ver.5.0）の改良に関する詳細は「VePPシリーズの更新一覧」をご覧ください。 

①「鉄道構造物等設計標準・同解説」に準拠した RC、PRC、SRC、CFT、異種部材接合部、

基礎部材等、支承部の性能照査，および列車荷重等の算定に利用できます。 

②矩形、T 形、中空矩形、円形、円環、小判形など異なる断面の部材の性能照査に利用で

きます。 

③地震時の列車走行安全性に係る変位の照査、および常時における桁のたわみによる乗り

心地に関する使用性の照査に利用できます。 

①Ｏ   Ｓ     ：Windows10®、Windows11®（タブレットモードを除く） 

②Ｃ Ｐ Ｕ     ：2 ギガヘルツ (GHz) 以上のプロセッサが望ましい 

③メ モ リ －     ：8 ギガバイト (GB) 以上が望ましい 

④プリンタ－：OSの動作環境に対応した機種 

⑤そ の 他：インターネットへ接続できる事(ライセンス認証用) 

【特  徴】 

【用 途】 

【動作環境】 

https://www.jrseg.co.jp/software/info/vepp/VePP_ChangeList.pdf
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断面の入力 

VePPシリーズ 

起動プログラム 

支承部・基礎部材等照査用 

変位制限照査用 

RC・PRC部材照査用 
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